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今月の主な内容

JC 見聞録

●「防災でつながる地域の輪」開催報告
●「つたえよう～忘れてはならない大切なこと～」
　　開催報告
●「元気！半田 JC 大運動会」開催報告
●第60回全国会員大会名古屋大会報告
●卒業生紹介
●地域に貢献する方々の紹介

　９月 25 日（日）美浜町総合公園体育館にて「防災」をキーワードに、日頃から地域の
ことを考え活動されている各種団体・学校関連・行政と協力し、広域に渡る地域のつなが
りの輪を構築する体験型フェスティバル「防災でつながる地域の輪」を開催しました。
　当日は、1000 人近くの来場者の熱気で溢れ、東日本大震災現地報告・ＡＥ
Ｄ体験・標高調査・減災対策・非常時持ち出し品ゲーム・避難所生活に役立つ
講座・団体活動紹介など様々な体験を通じて、命・地域とのつながり・助け合
い精神の大切さを感じられる事業となりました。また、来場者の方々には非常
食と地元の食材を使った炊き出しも提供されました。今後も、更に地域のつな
がりの輪が広がる活動を推進していきたいと思っています。

地域の力発信委員会【委員長】服部　利吉

　11 月 16 日（水）、美浜町総合公園体育館メインアリーナにて 11
月例会「元気！半田ＪＣ大運動会」を開催しました。日頃、みんな
でスポーツをする機会のない中、委員会対抗で５種目の競技で競い
合い、個性とパワーを発揮して結束力を深めることができました。
また、第２部では、まちへ取材に出向き地域の生の声を聞き、まと
め上げた映像を見ることで、地域の現状再認識をしていただきまし
た。各自が「半田ＪＣ宣言 2011」を提唱し、写真撮影をしてパネ
ルに仕上げ事務局に掲げ、今後に繋げていきたいと考えております。

会員拡大委員会【委員長】大橋　将太

有機的地域社会の構築

Be Confident

市民主体のまちづくり	 地域で育てるひとづくり
地域力の拡大	 地域の中のJCづくり
力強い指導者の育成	 時代に即した組織づくり Be Confident

有機的地域社会の構築

　10 月 18 日（水）、武豊町民会館「ゆめたろうプラザ」にて、熊谷育美
さんをお招きし、10 月例会「つたえよう～忘れてはならない大切なこと～」
としてトーク＆ライブを開催しました。
　熊谷さんは、東日本大震災の被災地・気仙沼在住のシンガーソングライ
ターです。ふるさと気仙沼に対する愛と使命感を歌にし、ステージを通じ
て歌い、語り続けています。
　ふるさとにしっかり根ざして詞曲を作り、その想いやメッセージを歌に
寄せてつたえていく熊谷さんの姿。そのお話から、地域の中で指導力を発
揮するために必要な「伝える力」を感じ、学びとることができました。また、
それぞれの住み・暮らしているふるさとに誇りを持ち、地域のために行動に移すことの大切さについて考え、感じてい
ただくことができた例会でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　力強い指導者開発委員会【委員長】細井　靖浩
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 卒業生代表からの言葉
　いよいよ 2011 年 12 月をもって社団法人半田青年会議所を卒業することとなりました。今頃になって、「あん
なことをしておけば良かった」「こんなチャンレンジをしてみたら面白かったのでは」と思うようになりました。
正会員としての活動は終わりますが、今思っているこの気持ちを大切にし、また新たな舞台で活動を続けていき
たいと思います。本当にありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　（2011年度卒業生代表　増田学）

玉置　幸昌

　毎年、全国の青年会議所のメンバーが一堂に会する全国会員大会が開催されます。
　第 60 回目の本年は、９月 29 日～ 10 月２日の４日間、名古屋の地にて開催されました。開
会後、名古屋国際会議場やウェスティンナゴヤキャッスル、ナゴヤドームにおいて、多くの会
議やセレモニー、式典や祝賀会が行われました。ナゴヤドームでは「地域活性たから市」が開
催され、各地域の名産品を紹介するブースの出展や陸前高田太鼓フェスティバルも行われ、日
本を明るく元気にし、日本復興へと導くムーブメントが巻き起こりました。２日（日）には、
ナゴヤドームにて大会式典と閉会式が行われ、第 60 回全国会員大会は幕を閉じました。
　毎年全国大会へ参加すると、日本全国にこんなにも多くの同志が日々まちのために頑
張っているのだということを改めて認識でき、とても大切な場であると思っています。
　　　　　　 　 　 　 　   　 　 　 力強い指導者開発委員会【委員長】細井　靖浩

美浜・南知多防災の会地域に貢献する方々の紹介
　美浜・南知多防災の会は、地震災害を想定し、防災・減災に関する知
識を深め「まずは自分の身 ( 家族 ) を守る」ことから始め、美浜・南知多
両町における防災を考え、学習会や啓発等の諸活動を通じて災害に備え
たまちづくりに寄与することを目的として活動しています。
　会員相互による勉強会 ( 懇親会 ) を中心に防災、減災を考え「今出来
ること」を着実に行っていくという意識の向上を図っています。また、防災講座等で地震災害を主題とした防災・
減災の啓発を地域住民と共に考え、備えにつなぐ働きかけをしています。９月に行った「防災でつながる地域の輪」
では、家具転倒防止の実演及び電動工具を使用した固定、窓ガラス等の飛散防止の実施体験を行いました。また
子どもたちと「ぼうさいマン体操」をし、防災意識の向上、啓発を行いました。

石川　一佐 今井　広樹 今津　真治 岩田　真実 木原　敏啓 久村　俊起

増田　　学橋場　友昭竹内　　眞榊原　考司小澤　亨右

青年会議所では、満４０歳になる年末までしか在籍できない決まりで、
今年は１２名のメンバーが”卒業”します。


